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植
木
義
明
社
長
は
、
中
越

沖
地
震
の
災
害
復
旧
事
業
の

受
注
を
地
域
の
業
界
に
「
一

過
性
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と

は
事
実
」
と
言
い
、
そ
の
受

注
を
う
ま
く
活
用
し
て
次
に

生
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
強
調
す
る
。

植
木
組
の
20
年
３
月
期
の
連

結
受
注
は
５
３
４
億
１
８
０

０
万
円
、
前
年
同
期
36
・
２

％
増
、
売
上
高
が
３
９
９

億
７
８
０
０
万
円
14
・
２
％

減
、
経
常
利
益
は
11
億
６

８
０
０
万
円
で
同
87
・
３
％

増
、
純
利
益
は
８
６
０
０
万

円
同
71
・
５
％
減
。
中
越
沖

地
震
に
よ
る
災
害
損
失
の
発

生
や
係
争
中
の
損
害
賠
償
引

当
金
を
特
別
損
失
に
計
上
し

た
こ
と
等
で
純
利
益
は
大
幅

に
減
少
し
た
。
こ
の
特
別
損

失
計
上
に
つ
い
て
は
「
先
憂

後
楽
」
の
心
を
口
に
し
た
。

　
「
業
界
全
体
は
大
変
厳
し

い
中
に
あ
る
。
首
都
圏
の
マ

ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
新

潟
で
も
マ
ン
シ
ョ
ン
は
利
幅

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
売
上
だ

け
は
伸
び
て
形
は
と
れ
る
が

本
来
や
ら
な
い
方
が
い
い
状

況
の
仕
事
が
多
い
。
し
か
し

社
員
も
い
る
し
、
ま
た
将
来

的
に
は
し
か
る
べ
き
施
策
の

中
で
建
設
業
が
も
う
少
し
健

全
な
産
業
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
も
想
定
し

な
が
ら
、
利
益
を
と
努
力
し

て
や
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
」。

　

し
か
し
、
公
共
事
業
に
つ

い
て
の
見
方
は
や
は
り
厳
し

い
。

　
「
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

で
の
予
算
と
い
う
方
針
が
あ

る
が
、
こ
れ
が
見
直
さ
れ
な

い
限
り
は
最
低
限
の
イ
ン
フ

ラ
維
持
以
外
は
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
」
と
言
う
。
い
ろ

ん
な
話
題
の
中
で
総
合
評
価

方
式
の
中
の
点
数
の
付
け
方

の
こ
と
な
ど
で
、
総
合
評
価

を
評
価
す
る
機
関
が
必
要
と

い
う
こ
と
も
出
て
く
る
か
も

と
い
う
視
点
も
。

　

植
木
組
は
現
在
民
と
官
の

受
注
が
６
―
４
と
い
う
状
況

に
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
「
手

前
味
噌
の
話
に
な
る
が
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
仕
事
が
去
年
二
つ
合
格

に
な
っ
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
な

か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
が
今
年
た
ぶ
ん
事
業
会
社

さ
ん
か
ら
契
約
さ
れ
る
だ
ろ

う
が
、
一
つ
は
新
潟
、
一
つ

は
東
京
」
と
新
し
い
展
開
を

語
る
。

　

新
潟
県
建
設
業
協
会
の
柏

崎
支
部
長
を
、
植
木
康
之
会

長
に
代
わ
っ
て
受
け
て
い
る
。

〈
小
林
正
〉

㈱
植
木
組　

植
木
義
明
社
長

「
先
憂
後
楽
」

厳
し
い
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

　

6
月
6
日
新
潟
市
管
工
事

業
協
同
組
合
は
、
新
潟
市

で
第
39
回
通
常
総
会
を
開
催

し
、
20
年
度
事
業
計
画
な
ど

を
決
め
た
。

　

冒
頭
挨
拶
に
立
っ
た
佐
藤

袁
也
理
事
長
は
、
業
界
の
厳

し
さ
を
吐
露
し
な
が
ら
、
委

員
会
活
動
を
活
発
に
し
て
情

報
交
換
の
大
切
さ
を
訴
え
、

「
組
合
を
活
用
し
会
社
の
発

展
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と

し
た
後
、「
一
社
一
社
守
る
の

も
組
合
の
役
目
」
と
組
合
の

存
在
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

20
年
度
事
業
は
、
共
同
購

買
事
業
の
拡
大
と
充
実
、
共

同
受
注
事
業
で
は
よ
き
水
道

事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
努
め

る
。
教
育
情
報
事
業
で
は
、

各
種
委
員
会
活
動
を
活
発
化

し
組
合
員
の
た
め
の
組
合
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
く
。

委
員
会
活
動
活
発
化

市
管
工
事
協
組

　

6
月
5
日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
新
潟
で
平
成
20
年
度
㈳
日

本
土
木
工
業
協
会
北
陸
支
部

（
第
42
回
）、
㈳
日
本
鉄
道
建

設
業
協
会
新
潟
支
部
（
第
38

回
）
の
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
総
会
議
事
に
入
る
前

に
土
工
協
本
部
有
田
専
務
理

事
か
ら
両
協
会
支
部
の
21
年

4
月
1
日
に
行
わ
れ
る
合
併

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　

土
工
協
北
陸
支
部
で
は
八

木
俊
雄
支
部
長
が
、「
非
常

に
厳
し
い
状
況
下
だ
が
社
会

資
本
整
備
を
通
じ
て
地
域
の

発
展
に
努
め
、
市
民
現
場
見

学
会
の
開
催
等
で
公
共
事
業

の
P
R
に
努
め
て
い
る
。
今

後
と
も
公
共
工
事
の
施
工

を
中
心
に
魅
力
あ
る
産
業

と
し
て
の
展
開
に
努
め
て
い

く
」
と
挨
拶
、
ま
た
、
鉄

建
協
支
部
で
は
臼
杵
進
支
部

長
が
「
あ
ら
た
め
て
安
全
安

心
、
そ
し
て
安
定
し
た
事
業

展
開
を
通
じ
て
地
域
社
会
の

進
展
に
寄
与
し
た
い
」
と
挨

拶
し
、
そ
れ
ぞ
れ
請
負
契
約

の
改
善
、
積
算
の
適
正
化
な

ど
の
新
年
度
事
業
や
予
算
等

を
決
め
た
。

地
域
社
会
の
進
展
に
寄
与

土
工
協
・
鉄
建
協
支
部
総
会

　

6
月
6
日
新
潟
県
土
木
施

工
管
理
技
士
会
の
平
成
20
年

度
通
常
総
会
が
新
潟
市
で
開

催
さ
れ
、
19
年
度
事
業
報

告
、
決
算
、
20
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
を
決
定
し
た

後
、
役
員
の
改
選
で
は
会
長

に
水
倉
満
氏
を
再
選
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、「
技
術

水
倉
会
長
再
選
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会

C
P
D
S
制
度
を
特
筆

力
維
持
・
向
上
に
努
め
た

い
」
と
水
倉
会
長
が
挨
拶
。

20
年
度
事
業
計
画
で
は
、
技

術
力
の
維
持
向
上
の
た
め
に

引
き
続
き
、
講
習
会
・
研
修

会
を
積
極
的
に
実
施
し
、
特

に
継
続
学
習
制
度
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ

Ｓ
）
指
定
技
術
講
習
会
が
特

筆
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
発
注
当
局
へ
の
要
望
や

意
見
交
換
の
中
で
も
、
新
潟

県
に
対
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
制
度

活
用
の
要
望
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
、
技
術
情

報
の
充
実
を
図
り
、
会
員
に

発
信
し
て
い
く
。

　

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
と
北
陸
地
方
整
備
局
や
新

潟
県
な
ど
と
の
意
見
交
換
会

が
６
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、

技
術
力
に
よ
る
企
業
選
定
や

新
た
な
役
割
、
低
価
格
入
札

問
題
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
の
意
見
が
交
さ
れ
た
。

　

意
見
交
換
を
前
に
吉
野
北

陸
地
方
整
備
局
長
は
、「
低

価
格
入
札
、
利
益
率
低
下
、

賃
金
の
低
下
が
現
わ
れ
、
優

秀
な
企
業
が
活
躍
し
、
生
き

残
れ
る
環
境
整
備
を
い
か
に

つ
く
る
か
が
課
題
。
建
設
生

産
シ
ス
テ
ム
が
危
機
に
ひ
ん

し
て
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
」

と
挨
拶
。
ま
た
、
広
谷
会
長

は
「
大
手
、
中
小
と
も
厳

し
い
局
面
に
あ
り
、
人
材
を

確
保
で
き
な
い
状
況
で
将
来

は
暗
た
ん
た
る
も
の
」
と
述

べ
、
発
注
の
激
減
と
ダ
ン
ピ

ン
グ
に
よ
る
危
機
感
を
に
じ

ま
せ
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
コ
ン
サ

ル
側
か
ら
、
選
定
に
つ
い
て

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
基
本
と

す
る
こ
と
や
、
総
合
評
価
に

よ
る
技
術
力
重
視
、
設
計
施

工
一
括
方
式
へ
の
参
入
、
Ｃ

Ｍ
方
式
等
の
活
用
な
ど
が
提

起
さ
れ
た
。

　

建
コ
ン
側
か
ら
の
出
さ
れ

た
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は
次

の
通
り
。

　

▽
技
術
力
に
よ
る
選
定

　

▽
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
新
た
な
役
割

　

▽
品
質
の
確
保
と
照
査

　

▽
業
務
の
円
滑
な
遂
行
の

た
め
に

建
コ
ン
・
整
備
局
等
意
見
交
換

選
定
・
役
割
・
品
質
等
で
意
見

　

㈳
日
本
道
路
建
設
業
協
会

と
、
北
陸
地
方
整
備
局
な
ど

関
係
発
注
機
関
は
6
月
17
日
、

道
路
事
業
の
諸
課
題
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

北
陸
地
方
整
備
局
か
ら
吉
野

局
長
ら
幹
部
、
新
潟
県
か
ら

は
山
岸
土
木
部
技
監
ら
が
出

席
し
た
。
道
建
協
か
ら
は
本

部
林
田
会
長
を
は
じ
め
幹
部

と
、
北
陸
支
部
三
浦
支
部
長

ら
が
出
席
。
提
出
し
て
い
た

議
題
に
つ
い
て
約
2
時
間
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

意
見
交
換
に
先
立
ち
吉
野

局
長
は
、「
道
路
整
備
財
源

に
関
す
る
法
案
の
再
可
決
を

受
け
、
今
後
迅
速
に
予
算
執

行
に
努
め
た
い
。
厳
し
い
社

会
情
勢
の
中
で
あ
る
が
、
道

路
整
備
は
重
要
。
単
品
ス
ラ

イ
ド
条
項
な
ど
適
切
な
運
用

を
心
が
け
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
㈳
日
本
道
路
建
設
業

協
会
林
田
会
長
が
、「
自
然

災
害
の
多
い
我
が
国
に
お
い

て
道
路
整
備
は
極
め
て
重

要
。
社
会
的
使
命
を
担
っ
て

い
る
。
良
識
あ
る
企
業
活
動

の
推
進
に
努
め
た
い
。
入

札
、
積
算
な
ど
に
関
す
る
諸

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
有

意
義
な
意
見
交
換
を
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

意
見
交
換
の
議
題
は
、
道

建
協
本
部
か
ら
、
道
路
整
備

の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
工

事
の
執
行
に
関
す
る
こ
と
。

設
計
積
算
に
関
す
る
こ
と
。

北
陸
支
部
か
ら
は
、
北
陸
地

方
道
路
整
備
に
つ
い
て
。
総

合
評
価
に
つ
い
て
。
適
正
な

資
材
価
格
採
用
に
つ
い
て
。

舗
装
施
工
管
理
技
術
者
資
格

の
活
用
に
つ
い
て
が
あ
げ
ら

れ
た
。

　

工
事
執
行
に
関
し
て
は
、

着
手
前
の
三
者
打
合
せ
の
実

施
、
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス

の
拡
充
等
の
要
望
が
だ
さ

れ
、
局
か
ら
は
設
計
変
更
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
案
な
ど
の
4
点

セ
ッ
ト
の
有
効
活
用
が
示
さ

れ
た
。
ま
た
、
A
s
合
材
の

ス
ラ
イ
ド
条
項
適
用
除
外
に

関
し
て
道
建
協
は
、
再
考
の

検
討
を
と
強
く
要
望
し
た
。

道
建
協
・
整
備
局
等
意
見
交
換

A
s
価
格
や
資
格
活
用
等
懇
談

技 術
ここにあり !ここにあり !ここにあり !

生
コ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
を
有
効
活
用
へ

環境基準を完全にクリア

日
本
で
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
工
場
生
産
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
1
9
4
9
年
の

こ
と
。
以
来
半
世
紀
以
上
を
経
て
、
全
国
至
る
所
で
生
コ
ン
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。

現
在
こ
れ
ら
工
場
の
共
通
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の
が
、
プ
ラ
ン
ト
ミ
キ
サ
・

生
コ
ン
運
搬
車
の
洗
浄
排
水
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
生
コ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
の
処
理
と
い
わ
れ

て
い
る
。
様
々
な
研
究
機
関
・
企
業
が
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
新
潟
の
一
企
業
が
開
発
し
た
無
機
系
固
化
材
が
今
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
（
廃
掃
法
）

で
は
、
生
コ
ン
ス
ラ
ッ
ジ
は

汚
泥
に
属
す
る
。
最
終
処
分

は
管
理
型
埋
立
処
分
場
に
持

ち
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

下
越
地
方
の
あ
る
生
コ
ン

工
場
で
も
、
ス
ラ
ッ
ジ
処
理

は
バ
キ
ュ
ー
ム
で
吸
引
し
、

管
理
型
最
終
処
分
場
に
持
ち

込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
時

代
の
流
れ
は
環
境
保
全
。
遠

方
ま
で
ガ
ソ
リ
ン
を
消
費
し

て
運
搬
し
、
た
だ
捨
て
る

だ
け
の
状
態
に
対
し
、
同
工

場
・
A
工
場
長
は
疑
問
を
持

っ
た
。「
リ
サ
イ
ク
ル
と
か

減
量
化
と
か
、
何
か
い
い
方

法
が
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
い

つ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
地

域
の
組
合
で
も
研
究
実
験
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
決
め
手
に
欠
け
て
。

そ
ん
な
時
地
元
の
エ
コ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
会
社
が

開
発
し
て
い
る
固
化
材
が
効

く
の
で
は
と
い
う
話
を
聞
き

ま
し
て
、
社
長
の
高
橋
さ
ん

に
連
絡
を
と
り
ま
し
た
」。

　

そ
れ
は
、
既
に
建
設
現
場

で
建
設
汚
泥
の
固
化
等
に
は

か
な
り
の
実
績
を
あ
げ
て
い

た
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

固
化
材
だ
っ
た
。
生
コ
ン
ス

ラ
ッ
ジ
に
は
、
果
た
し
て
効

果
が
あ
る
の
か
。
法
的
に
は

ど
う
な
の
か
。

　

北
陸
地
方
で
は
平
成
19
年

3
月
に
、
北
陸
地
方
建
設
副

産
物
対
策
連
絡
協
議
会
か
ら

「
建
設
汚
泥
再
生
利
用
マ
ニ

ュ
ア
ル
／
北
陸
地
方
版
」
が

発
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
建
設
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル

原
則
化
ル
ー
ル
に
基
づ
き
運

用
し
、
品
質
基
準
、
生
活

環
境
基
準
を
満
た
す
必
要
が

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
A

工
場
長
は
語
る
。「
い
ろ
い

ろ
と
考
え
ま
し
た
。
生
コ
ン

ス
ラ
ッ
ジ
の
場
合
は
ど
う
な

の
か
。
建
設
汚
泥
で
は
な
い

が
、
強
度
と
環
境
基
準
を
ク

リ
ア
す
れ
ば
、
再
生
利
用
土

と
し
て
使
用
出
来
る
の
で
は

な
い
か
。
県
の
環
境
セ
ン
タ

ー
に
確
認
し
、
実
験
し
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

置
、
養
生
を
行
っ
た
。

（
写
真
2
）

　

そ
の
後
、
環
境
庁
告

示
46
号
に
よ
る
溶
出
試

験
及
び
環
境
庁
告
示
19

号
に
よ
る
含
有
量
試
験

を
依
頼
。
環
境
基
準
に

適
合
す
る
か
ど
う
か
判

定
を
行
っ
た
。
結
果
は

基
準
値
全
て
に
お
い
て

　

実
験
は
昨
年
末

に
行
わ
れ
た
。
用

意
し
た
ス
ラ
ッ
ジ

は
約
60
ℓ
。
含
水

率
を
下
げ
た
状
態

の
方
が
固
化
材
使

用
量
も
少
な
く
て

済
み
、
効
果
も
あ

が
る
と
い
う
こ
と

で
、
お
よ
そ
一
週

間
、
脱
水
天
日
乾

燥
を
行
い
含
水
比

を
下
げ
た
。
そ

の
状
態
で
生
コ
ン

ス
ラ
ッ
ジ
用
泥

ん
固
（
特
許
申
請

中
）
を
添
加
し
た
。
使
用
量

は
ス
ラ
ッ
ジ
1
㎥
に
つ
き
同

1
5
0
㌔
の
割
合
で
あ
る
。

　

固
化
材
を
添
加
し
た
ス
ラ

ッ
ジ
は
実
験
用
ミ
キ
サ
ー
で

混
合
。（
写
真
1
）
約
七
日

間
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
放

問
題
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
表
1
・
2
）

　

A
工
場
長
が
一
番
気
に

し
て
い
た
の
が
六
価
ク
ロ

ム
の
数
値
だ
っ
た
が
、
そ

の
心
配
も
杞
憂
に
終
わ
る
。

基
準
値
0
・
0
5
p
p
m

に
対
し
、
試
験
値
は
0
・

0
2
p
p
m
。
基
準
値
の
約

半
分
の
数
値
で
あ
り
、
環
境

的
に
も
全
く
問
題
が
な
い
の

が
確
認
さ
れ
た
。
品
質
面
、

環
境
面
に
お
い
て
全
く
問
題

が
な
く
、
良
好
な
試
験
結
果

が
得
ら
れ
た
事
か
ら
同
生
コ

ン
工
場
で
は
、
細
か
く
破
砕

し
た
後
に
、
試
験
成
績
証
明

書
を
添
付
し
た
上
で
第
三
種

建
設
発
生
土
と
し
て
地
域
振

興
局
へ
申
請
を
行
い
、
許
可

さ
れ
た
後
埋
め
戻
し
土
と
し

昨年末工場内で実験　
　　　　品質、環境基準問題なし

ス
ラ
ッ
ジ
処
分
に
妙
案
は
・
・
・

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

スラッジと固化材を混合

混合後、7日以上養生する

法
的
整
備
と

新
技
術
導
入
を
積
極
的
に

エコ・プロジェクト（新潟市）開発 
　　　　生コンスラッジ用無機系固化材（特許申請中）

六
価
ク
ロ
ム
な
ど
有
害
物
質
の
封
じ
込
め
が
可
能

写真1

写真2

て
再
利
用
し
た
。

　

A
工
場
長
に
費
用
的
に
は

ど
う
か
と
質
問
す
る
と
「
従

来
の
運
搬
費
処
理
費
と
比
較

し
て
、
約
半
分
で
済
み
ま
す

し
、
再
生
土
の
品
質
に
お

い
て
も
強
度
も
締
ま
り
も
い

い
。
な
に
よ
り
も
環
境
に
貢

献
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
の

答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

平
成
18
年
6
月
に
国
交
省

か
ら
出
さ
れ
た
「
建
設
汚
泥

　

第
四
銀
行
と
第
四
キ
ャ

ピ
タ
ル
は
、
両
社
で
設
立

し
た
、
中
小
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
支
援
向
け
フ
ァ
ン

ド
「
だ
い
し
企
業
育
成

フ
ァ
ン
ド
」
の
第
15
号
投

資
先
に
、
環
境
に
配
慮
し

た
建
設
汚
泥
処
理
材
開
発

製
造
を
行
っ
て
い
る
株
式

会
社
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
新
潟
市
／
高
橋
正
男

社
長
）
を
選
出
し
た
と
発

表
し
た
。
投
資
金
額
は

9
0
0
万
円
。

　

同
社
は
主
に
建
設
汚
泥

処
理
時
に
使
わ
れ
る
固
化

材
凝
集
剤
を
開
発
製
造
し

て
い
る
が
、
同
業
他
社
製

品
が
セ
メ
ン
ト
生
石
灰
を

使
用
し
た
高
ア
ル
カ
リ
性

が
多
い
の
に
対
し
、
同
社

製
品
は
環
境
負
荷
が
少

な
い
中
性
か
ら
弱
ア
ル
カ

リ
性
で
処
理
で
き
る
の

が
特
徴
で
、
国
土
交
通

省
新
技
術
情
報
シ
ス
テ
ム

N
E
T
I
S
や
、
新
潟
県

の
M
a
d
e
i
n
新
潟
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
現
在
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
ラ
ッ
ジ
処
理
に

関
す
る
技
術
開
発
な
ど
も

進
め
て
お
り
、
環
境
対
策

商
品
と
し
て
今
後
の
需
要

増
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ァ
ン
ド
を
運
営
す
る

第
四
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
投
資

決
定
の
経
緯
と
し
て
、
以

下
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。

　

①
同
社
建
設
汚
泥
処
理

剤
は
固
化
速
度
、
強
度
、

環
境
面
で
優
位
性
が
あ

る
。

　

②
汚
染
土
壌
処
理
剤
の

開
発
で
、
今
後
の
成
長
が

期
待
で
き
る
。

　

③
㈱
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ

（
本
社
／
東
京
）か
ら
高
い

事
業
評
価
を
得
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
検

討
し
、
投
資
先
検
討
委

員
会
を
経
て
投
資
先
に
エ

コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選

出
し
た
。

「だいし企業育成ファンド」
エコ・プロジェクトに出資
「だいし企業育成ファンド」
エコ・プロジェクトに出資

製品名・グレード 特徴・用途
泥ん固NO.1
Si-Ca-Al系固化材

処理土が植栽に適する。再泥化しない。
〈緑化改良材〉

泥ん固NO.3
Si-Ca-Al系固化材

高強度の処理土となる。
〈泥土固化材、地盤改良材、クレー舗装用固化材〉

泥ん固EPX
Si-Mg-Al系固化材

固化速度早く、強度も強い。
〈緑化改良材、農地用改良材〉

泥ん固N   C
Si-Ca-Al系固化材

固化速度早く、強度も強い。
〈推進廃泥水、路体盛土材、路床・路盤改良材〉

泥ん固AC-2
Si-Al-Ca系固化材

酸性タイプの固化材。耐水性に優れる。
〈セメントミルク中和固化材〉

泥ん固NK-1
Ca-Si系固化材

中性タイプの固化材。耐水性に優れる。
〈緑化改良材、ビオトープ用〉

製品名 用途 荷姿

HP-30 ※ 推進掘削廃泥水の凝集・団粒化剤、BOD、COD低減化
20kg/PE袋

HP-6 一般廃泥水や工場排水、推進掘
削廃泥水の凝集剤

〃

P-1 一般廃泥水や工場排水の凝集剤 〃

U-5 各種廃泥水の高速凝集剤、中性
能タイプ

〃

※HP-30はトンネルや基礎杭工事、浚渫などから大量に発生する
　泥土・泥水を少量添加（0.1～0.8％）で撹拌混合により瞬時に
　団粒化が起こり、取り扱い易い締まった泥土塊に改質します。
　これは有機ポリマーと特殊シリカの表面電位の作用に基づくも
　ので、泥水中のシルト質粒子と自由水を強固に結合させます。
　必要に応じて使用される各種固化材の使用量も大幅に低減化で
　き、コスト削減が図れます。

汚
染
土
壌
処
理
剤
開
発
な
ど
今
後
に
期
待

の
再
生
利
用
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、「
循
環

型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」

の
基
本
理
念
に
則
り
、
以
下

の
四
点
を
基
本
方
針
と
し
て

あ
げ
て
い
る
。す
な
わ
ち「
発

生
抑
制
の
徹
底
」「
再
生
利
用

の
促
進
」「
適
正
処
理
の
推

進
」「
建
設
汚
泥
再
生
品
の
積

極
的
利
用
」
で
あ
る
。
環
境

省
で
も
、
建
設
汚
泥
の
適
正

な
再
利
用
を
促
進
さ
せ
る
た

め
に
、「
建
設
汚
泥
の
再
生

利
用
指
定
制
度
の
運
用
に
お

け
る
考
え
方
」
を
平
成
18

年
7
月
に
発
表
。
各
都
道
府

県
、
市
町
村
に
対
し
、
指
定

制
度
の
積
極
的
な
運
用
を
勧

め
て
い
た
。

　

汚
泥
に
関
し
て
は
環
境
面

で
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
の
で
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
遵
守
は
当
然
だ

が
、
廃
掃
法
と
の
関
わ
り
で

あ
る
と
か
、
ま
だ
ま
だ
曖
昧

な
点
が
多
い
の
が
現
実
だ
。

環
境
保
全
を
行
っ
て
い
く
上

で
も
、
法
的
整
備
が
進
め
ら

れ
る
事
を
願
う
し
、
積
極
的

な
新
技
術
の
導
入
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
　
　
　
　
　

   

〈
生
田
目
〉

「泥ん固シリーズ」の用途無機系固化材

FLOCSITE-Seriesの用途高分散性粉末凝集剤処理前の汚泥 「泥ん固」添加直後の状態 処理された直後状態 処理された土

株式会社エコ・プロジェクトは、泥水や泥土を対象とした
無機系固化材と粉末凝集剤などを製造販売するメーカーで
す。
建設汚泥や浚渫土砂などの固化処理の他に、コンクリート
スラッジ処理や重金属汚染土壌処理などに多くの実績があ
ります。また固化材を使った応用例として、地盤改良、路盤・
路床材、クレー舗装、法面緑化、公園造成、スポーツグラ
ンド用改良材など各方面に拡がっています。
更に建材用セラミック板や工業用無機粉体の成型バイン

ダーとしても性能が発揮されています。
汚泥や廃棄物の中には工夫により有用な資源になり得る可
能性が沢山あります。
私どもの技術を広く普及させる事がリサイクル促進につな
がり、環境保全と快適な生活に貢献出来ます。
積極的な技術革新は私どもの精神であり、皆様のご要望に
応えられるような商品開発に努めてまいります。
皆様のご支援とご指導を宜しくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　高橋正男

◎国土交通省新技術情報システムNETIS登録
◎新潟県Madein新潟新技術普及活用制度登録

No.HR-050022-A
No.18D1026

固化された汚泥

含
有
量
試
験
結
果

溶
出
量
試
験
結
果

分析機関名：㈱中研コンサルタント
　　　　　　　　関東支店技術部　材料調査課

生コンスラッジ処理土　溶出量基準・含有量基準の分析結果


